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学位論文内容の要旨 
 
広域に分布する多くの甲殻類には，一般に生息域の緯度と関連した種内変異が見られる。例えば，個体群
の平均体長は，低緯度では小さく，高緯度になるにつれて大きくなって行く事例が報告されている。このよ
うな種内地理的変異の生じる機構については，生息場所の食物量や塩分濃度・水温というような環境要因の
面と，遺伝的要因の両面から多くの研究が行われており，種に固有の要因が作用している可能性が示唆され
ている。  
ヨコヤアナジャコは，甲殻綱十脚目アナジャコ下目に属し，陸奥湾から八重山諸島の西表島に至るまでの
沿岸域の干潟に広く分布する。このような広域分布種では，生活史形質（例えば体長）について種内地理的
変異が見られるはずであるが，今までそのような報告は全くなかった。 
このような状況を考慮して，本研究は，ヨコヤアナジャコ雌雄の体長に緯度と関連した種内変異があるか，
もしあるとすれば，生息環境に起因する因子があって，それが地理的に見てグラディエントになっているの
か，あるいは遺伝的要因も関与しているのか，を解明することを目的とした。そのために，瀬戸内海沿岸か
ら南西諸島までの 16 地域でヨコヤアナジャコを採集し，体長を計測した。その結果，緯度と体長の間には正
の相関が見られた。しかし，同緯度のいずれの地域でも平均体長が 20mm 以上違う「体長の小さい個体群」
と「体長の大きい個体群」が存在した。そこで，「体長の小さい個体群」として甲殿川個体群と，「体長の大
きな個体群」として佐方川個体群を選び，生活史形質を比較した。その結果，甲殿川個体群の成長量は年間
を通して低く，生存期間は 1～2 年と推定された。佐方川個体群では，1 年目の新規加入個体の成長量が甲殿
川に比べて高く，生存期間は 2～3 年と推定された。表土の有機物量（餌量）は，1 年を通じて甲殿川では低
く，佐方川では高かった。したがって，餌量の違いによって新規加入個体の成長量や生存期間が変化するこ
とにより，「体長の小さい個体群」と「体長の大きい個体群」が生じることがわかった。次に，ミトコンドリ
アＤＮＡの解析を行った。その結果，「体長の小さい個体群」と「体長の大きい個体群」が同じクレードに分
類され，体長の違いに遺伝的要因が関与している可能性は低いことがわかった。 
本研究の結果から，南西諸島では有機物量の尐ない干潟が多いので「体長の小さい個体群」が主体となり，
瀬戸内海沿岸では有機物量の多い干潟が多いので「体長の大きい個体群」が主体となるため，種内地理的変
異が生じることが明らかになった。 
  
  
 論文審査結果の要旨 
 
 森下美穂氏の学位論文は，ヨコヤアナジャコの生活史形質（体長）の種内地理的変異とその発現機構に関
する研究をまとめたものである。ヨコヤアナジャコは，泥干潟に Y 字型の巣穴を掘って生活する十脚甲殻類
であるが，アナジャコと異なり，塩分濃度のやや低い砂礫質の場所に多く見られる。本種の大きな特徴は，
北は青森県から，南は西表島や与那国島まで，日本列島に広く分布することである。本種のような広域分布
種では，生活史形質に地理的変異が見られるケースが多く，その原因をめぐって多くの議論がなされてきた。 
 森下氏は，瀬戸内海から西表島まで，多くの干潟（16 地点）でヨコヤアナジャコを採集し，各地域個体群
について平均最大体長を比較した。その結果，九州から南西諸島の個体群の体長は小さく，瀬戸内海周辺で
は体長が大きくなる傾向を見出した。また，各々の地域個体群を詳細に調べた結果，どの緯度においても，
実際には「小さな体長の個体群」と「大きな体長の個体群」が存在しており，小さな体長の個体群は南西諸
島の方に，大きな体長の個体群は瀬戸内海の方に多く見られるため，全体としてみた場合には緯度との間に
正の相関があることを見出した。 
 小さな体長の個体群と大きな体長の個体群が形成される原因を解明するため，森下氏は，前者の代表とし
て甲殿川個体群（高知県春野町）と後者の代表として佐方川個体群（広島県廿日市市）を選び，コホート解
析により，個体群の成長を調査した。その結果，甲殿川個体群は，新規加入個体数が著しく多いものの，最
大２年しか生存できないため，小さな体長の個体群となるが，佐方川個体群では新規加入個体は尐ないが，
３年生存する個体がいるために，全体として大きな体長の個体群になることがわかった。さらに，体長の違
いに影響を与える原因として，環境要因や遺伝的要因を解析した結果，表土の有機物量が主要な要因となっ
ている可能性を指摘した。 
 森下氏の研究は，種内地理的変異が，クライン型ではなく，地域固有の環境に適応した生活史の結果とし
て生じることを示した。その業績は博士の学位（理学）を授与するに相応しい内容である。 
  
